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Phase1 surgery は単独で OSAを根治させる成績は報

告されていない。 

しかしながら、CPAPなど保存治療のサポート、OSA

治療のゴールである睡眠の質向上など、その意義は多岐

にわたる。OSAの総合的治療戦略の中でどのように利

用すべきか論じたい。 


